
８月１日（火）に、笠懸公民館で桐生みどり地区の「いじ
め防止フォーラム」が開催されました。コロナ禍の影響で、
昨年度まではリモートだったものが、今年度は対面での開催
となりました。本フォーラムは、小・中・高校生の代表者が
意見交換等を行うことを通して、いじめ防止に向けた児童生
徒の主体的な取組をより活性化させるとともに、他者を思い
やる心を育み、良好な人間関係づくりを促進することを趣旨
として開催されています。
共通テーマは「互いを大切にし、助け合える人間関係をつ

くるために私たちにできること～私がついているから大丈夫
～」というものでしたが、本校の代表として参加した生徒会
長の新井舞桜さんも、班別協議の中で、積極的に意見を出し
ている様子が見られました。
また、本フォーラム開催の趣旨にもあるとおり、「生徒主体の取組を活性

化」させることが重要です。右にあるいじめ防止シンボルマークは、昨年
度、生徒会が中心となって作成し直したものですが、フォーラムを開催す
ることやシンボルマークを作成すること自体が目的ではありません。
ＳＮＳ上の人権侵害も問題になって久しいですが、そういったことも含

め、生徒自身がいじめの問題を「自分事」として捉え、自分たちが所属す
る集団の中で、辛い思いをする人が少しでも減っていくよう、自分を、自
分たちを律してほしいと願っています。

８月３日の大間々祇園まつり「礼参り（山車巡行）」に本校の１年生
２７名が参加しました。
約１０年前から本校は大間々祇園まつりに参加していますが、コロ

ナ禍の中断を経て、今年度は参加の在り方を再検討し、参加できる生
徒を対象とした方法に変更しました。また、７月１４日には１年生全
員が大間々神明宮禰宜、齋藤賢樹様より、大間々の歴史や祇園まつり
について講話をいただきました。
ふるさとを愛する気持ちを育むことが目的の一つですが、参加した

生徒たちは、将来の記憶に残る体験ができたのではないかと思います。
祭りの事務局の方や、各区の方々には生徒の安全面も含め、様々な

ことにご配慮くださいましたことに改めて感謝申し上げます。

８月２～４日に中学生英語体験学習「MI
DORI Summer English Camp」が開催
されました。コロナ禍により実施できな
かった海外派遣事業の代替事業として、
市教委が在り方を検討し、今年度から新
たな方法で開催されました。本校からも
７名の生徒が参加し、All Englishアクテ
ィビティなどに楽しそうに参加していま
した。
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